
団体名： 稲沢商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 60.3 ％） （達成度 100.0 ％） Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 44.1 ％） （達成度 ％） Ｃ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 132.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 1000.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 81.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

この調子で来場者
数を増やしてい
く。

目標
数値

50000
実績
数値

55000
目標
数値

指標

ステージのイベント等も
実施され、大勢の来場者
が訪れた。
市内の事業者を中心とし
た出店者や近隣の事業者
への集客に貢献してい
る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興祭事業
（夏まつり）

平成8年度に実行委員会主体
により稲沢公園にて市民夏ま
つりを開催してきた。平成28
年度から、新実行委員会を構
成し、祖父江サリオパーク周
辺を会場として花火イベント
を行う。

事業実施による来場者数
55,000名
事業実施　ステージ、飲食
ブース、花火
事業実施　8月26日(土)

小規模事業者

指標
延来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度もメインイ
ベントの実施がな
いが、飲食マップ
が作成予定されて
おり、近隣飲食店
の来客増を期待し
たい。目標

数値
60000

実績
数値

49000
目標
数値

指標

昨年度に比べイベントの
実施がなかったためか来
場者数は減少している。
近隣の飲食業への集客等
にわずかながら貢献して
いる。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興祭事業
（あじさいまつ
り）

平成4年より稲沢あじさいま
つりは、大塚性海寺の敷地内
の稲沢市歴史公園にて開催さ
れている。期間中は県内外か
ら平日・休日問わず観光客を
集客しており、地域振興に繋
げ商工業の発展に寄与する。

事業実施による延来場者数
49,000名
事業内容　イベント、特産品
販売、文化財開放
事業実施　令和5年6月1日
(木）～18日（日）

小規模事業者

指標
延来場者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度中止

目標
数値

300
実績
数値

3000
目標
数値

延来場者数
指標

今年度より桜のライト
アップ方法を変え、イル
ミネーションを取り入れ
たところ、来場者が増
え、市内の小売り飲食へ
の集客や稲沢市の話題作
りに貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

地域振興祭事業
（さくらまつり）

国府宮神社参道において、稲
沢市と共催事業として１日メ
インイベントを実施してきた
が、今年度より夜間照明のみ
のイベントとなる。来場者の
市内小売店・飲食店への集客
等、地域振興と稲沢市のＰＲ
に寄与している。

事業実施による延来場者数
3,000名
事業内容　桜のライトアッ
プ・イルミネーション
事業実施　令和5年3月31日
(金）～4月10日（月）

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部・女性会活
動も積極的に事業
を行える環境に
なっているため、
会の活発な活動を
支援する。

目標
数値

177
実績
数値

215
目標
数値

指標

青年部・女性会の活動を
少しずつ再開することが
できた。ともに事業を通
じ、自己研鑽の機会を得
ることで、経営者自身の
資質向上に繋がった。イ
ベントも開催することが
でき地域の活性化にも寄
与することができた。
さらに活動のＰＲを行い
ながら、市内の若手・女
性経営者に対し、新規の
会員獲得に繋げている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

若手後継者等
育成事業

小規模事業者の振興・発展を
図るため若手後継者の育成支
援を通じ、経営の資質向上や
事業承継、また地域社会の活
性化に寄与する。

１．青年部事業　開催回数68
回（参加延数　486名）
「うち事業開催内訳」
①インボイスセミナー開催19
名
②全国大会への参加 3名
２．女性会事業　開催回数22
回（参加延数231名）
「うち事業開催内訳」
①資質向上セミナー開催
参加者26名
②全国大会への参加 3名
③地域振興事業としてのタッ
プダンスイベント開催164人

青年部
女性会会員

（小規模事業
者）

指標

事業開催延参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年度２割特例を
利用した事業者
は、次年度は１年
分の消費税の支払
いとなることを注
意喚起しながら支
援を進めていく。

目標
数値

440
実績
数値

584
目標
数値

指標

インボイス制度理解を深
めてもらい、事業所ごと
に申請の必要があるのか
丁寧にききながら判断を
した。また全てを電子申
告にて行った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

記帳継続指導事業
（記帳機械化）

個人事業主を対象に正しい記
帳方法の指導と源泉事務や決
算・確定申告の指導を行い、
適正な税務申告と経理の自計
化や計数管理により経営力の
向上を図る。

◎記帳継続対象事業所
46事業者
記帳機械化対面指導延回数
584回
指導延日数341日

小規模事業者

指標
記帳機械化対面指導延回数

話題性の高い内容
のセミナーを実施
すると小規規模事
業者の参加数は少
ない傾向にあるた
め、小規模事業者
向けに内容をアレ
ンジして実施す
る。

目標
数値

170
実績
数値

75
目標
数値

実績
数値

ＤＸや人材不足に対応す
るためのセミナーを開催
した。インボイス制度に
対応のため税務相談の利
用件数が多かった。
経営の諸問題に専門家と
相談をし、早期解決につ
とめた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

講習会事業
（県費事業）

変化する経済環境への対応に
苦慮する小規模事業者に対
し、基本的な知識・技術の取
得や時事的な問題への啓発、
ならびに経営上で直面する問
題解決に向けた個別専門相談
により事業所の質的向上と円
滑な事業運営に資する。

◎集団
経営革新1回3人/経営一般3回
4人/労働1回3人
延参加小規模事業者数10人
◎個別
金融3回4人/税務8回58人/労
働6回2人/取引1回1人
延参加小規模事業者数65件

小規模事業者

指標

延参加事業者数

指標

目標
数値

1600
実績
数値

965
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度は、未巡回
事業所を中心に巡
回指導を実施す
る。

○
巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者に対し、巡回・
窓口（オンライン含）の手段
を用い、業況や経営諸問題の
早期解決や事業計画策定と実
行支援に努める。また集団・
個別指導等として金融・経
営・労務・税務において話題
性のあるテーマでのセミナー
の実施や個別専門家による相
談会を開催する。これらによ
り経営改善普及事業の更なる
普及と利用促進を図る。

◎巡回指導実企業数　365社
 （うち非会員数17件）
◎巡回指導延件数　  447社
 （うち非会員数20件）
◎窓口指導実企業数　297社
 （うち非会員数21件）
◎窓口指導延件数  518社
（うち非会員数29件）
◎課題解決提案件数　 40件
（経営指導員4名×10件）

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
巡回・窓口指導は、662
事業所、延べ965事業所
に対し、巡回や窓口で支
援を行った。支援内容と
しては、事業計画作成の
支援やインボイス制度導
入による概要説明や消費
税申告の問い合わせが多
かった。またパソコンを
利用して会計を行う事業
者も増え、同じ事業者に
繰り返し支援する機会が
増えている。

実績
数値

40

　２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： 稲沢商工会議所

得られた効果 備考

　２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 60.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 86.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 73.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 46.7 ％） （達成度 ％） Ｃ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年度と同数以上
の開催をする。

目標
数値

15
実績
数値

15
目標
数値

指標

委員会・部会は、同業種
で構成されており、業界
の情報交換や意見の集約
の場となっている。今年
度も新型コロナの感染対
策を実施しながら、先進
地視察事業や会議を行っ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業 商工業事業者にて構成する部
会あるいは委員会の活動を通
じて参加企業の発展に資する
ことを目的とする。

１．部会開催　14回　137名
２．委員会　1回　35名
延べ実施回数15回

小規模事業者
を中心とする
会員事業所

指標
延回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

ＰＲ等に努め受講
者を増やしていき
たい。

目標
数値

1100
実績
数値

514
目標
数値

延参加人員
指標

検定の内容は、ビジネス
に直結しており、企業が
求める人材育成や、自己
研鑽のひとつの目標とし
て利用されている。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

人材育成事業 各種検定事業の推進により、
職業能力の開発やキャリア
アップを図り、将来に向けた
地域産業の健全な発展に寄与
することを目的とする。

１．珠算検定の実施　年9回
403名
２．簿記検定の実施　年3回
111名

小規模事業者
及び中小企業
社員及び市民

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

人手不足は重要な
課題であるため、
新たな方法も模索
しながら事業を進
めていく。

目標
数値

110
実績
数値

81
目標
数値

指標

人手不足の事業所も多
く、今いる従業員に長く
勤務をしながら、スキル
アップもしてもらえる機
会を提供。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業 地域企業の就労者確保や定着
促進を図り、意欲と能力のあ
る担い手の育成対策を推進す
る。

１．新入社員・中堅社員・管
理監督者セミナー等の開催
延19社42名
２．永年勤続従業員表彰の実
施 9社　17名
３．市内事業所の人材確保事
業　年3回　延べ53社

小規模事業者
及び中小企業
を中心とした
管内企業社員

指標
延べ参加企業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業のＰＲに努め
る。

目標
数値

50
実績
数値

55
目標
数値

指標

新たな取引先やパート
ナーと出会う機会を創造
しており、オンライン等
のネットも活用してい
る。また、当所にて異業
種交流会を実施し、新た
なビジネスチャンスの場
を作った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商談会事業 地域商談会やアライアンス
パートナー発掘市事業、ザ・
ビジネスモールへ参画し、企
業交流の場を提供する。企業
のビジネスチャンスの場を創
造し、取引の拡大に繋げる。

１．地域商談会参加企業数 4
社
２．ｱﾗｲｱﾝｽ･ﾊﾟｰﾄﾅｰ発掘市事
業参加企業数　3社
３．ザビジネスモール活用事
業者　10社
４．メッセナゴヤ参加事業者
2社
５．異業種交流会36社

地域内中小・
小規模事業者

指標
商談会参加延企業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

アンケート回答数
が減少傾向にある
ため、窓口相談者
等へ依頼する。

目標
数値

240
実績
数値

208
目標
数値

指標

四半期ごとに市内景況調
査を実施し、会報誌や
ホームページにて公表し
ている。サンプル数は少
ないものの市内の同業者
の景況感を知ることがで
き、自社の経営判断に役
立つものである。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

情報収集・提供事
業

商工会議所ネットワークを活
用して、各地域の景気動向を
毎月調査し、リアルタイムの
景気観測情報を小規模事業者
へ情報提供する。

１．ＦＡＸ・メールによる調
査　毎月1回 5事業所×12＝
60回
２．市内景況調査 四半期ご
とに実施　延べ回答数208社

小規模事業者

指標
市内景況調査延事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

まつり事業やイベ
ントはコロナ禍前
の状況に戻ると思
われるため、出店
する機会を開拓し
ていきたい。

目標
数値

10
実績
数値

6
目標
数値

指標

各種まつりは実施された
が、コロナ前と比べ、ま
だ縮小していることが多
く、特産品をＰＲする場
をもうけることができな
かった。特産品のＰＲす
る場を設け、多くのイベ
ント来場者の目に触れる
ことで、今後の購買に繋
がることを期待してい
る。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

観光振興事業

当地域では、1200年以上の歴
史がある天下の奇祭「国府宮
はだかまつり」や文化財・歴
史遺産の宝庫であり、全国で
も指折りの植木・苗木の一大
生産地でもある。市内の観光
資源を広く情報発信し、特産
品開発と様々なイベント会場
での販売を通じた文化振興や
賑わいづくりにより、地場産
業の底上げを図る。

１．特産品等認定品目数　28
事業所　42商品
２．観光産業や資源の情報発
信事業支援
３．観光イベント（あじさい
まつり、梅まつり等）への出
店支援6回
４．特産品のＰＲ・販売支援

小規模事業者
を中心とした
商工業者なら
びに一般消費

者

指標
延出店舗数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度中止

目標
数値

20000
実績
数値

18000
目標
数値

指標

点灯式や週末に行われる
イベントには多くの来場
者が訪れ、地域の賑わい
や出店者や地域の飲食業
の売上げに貢献できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興事業
（稲沢イルミネー
ション）

青色ＬＥＤ開発拠点のある稲
沢で、冬場に人が集える場所
を市民の手で作りたいという
思いでH28年から開催されて
おり、昨年度は、国府宮駅
ロータリー、国府宮神社参道
を会場に行っている。当所が
事務局的役割を担っている。

事業実施による延来場者数
18,000名
事業内容　ステージ、企業な
らびに諸団体の展示販売
事業実施　令和5年11月11日
（土）～12月25日（月）

小規模事業者

指標
延来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

集客が見込めるイ
ベントを開催す
る。

目標
数値

70000
実績
数値

76000
目標
数値

指標

わずかではあるがステー
ジイベントを実施するこ
とができ、多くの来場者
があったがコロナ前ほど
ではなかった。出展の事
業者に対し、集客の面で
わずかであるが貢献でき
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興祭事業
（稲沢まつり）

まつりの歴史も長く、今では
秋の市民まつりとして定着し
毎年10月中旬に開催してい
る。ステージイベントや市内
の企業ブースも充実し多くの
来場者で会場が賑わうまつり
である。

事業実施による来場者数
76,000名
事業実施　企業ならびに諸団
体の展示販売花火
事業実施　10月21日(土)・22
日(日)

小規模事業者

指標
延来場者数



団体名： 稲沢商工会議所

得られた効果 備考

　２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 66.2 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

デジタル商品券事
業も同時に実施し
ており、商店街の
活性化に繋げる。

目標
数値

65
実績
数値

43
目標
数値

指標

小売・サービス業の廃業
が相次ぎ、弱体化する商
業団体を支援すること
で、地域の活性化を保つ
役割を担っている。
「大売り出し」を各商店
街、共同で開催し、抽選
会を実施した。
また商業団体に協力を得
て、市の商品券事業に協
力し、市内の消費拡大に
も貢献した。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

産業団体等支援事
業

稲沢市商業協同組合や稲沢市
商店街連合会、管内各商店街
ならびに発展会の活動サポー
トと事業運営に協力し、地域
の商業振興の活性化と組織基
盤強化、地域の消費喚起を図
る。

商業団体加入延会員数120事
業所
１．稲沢まつり協賛の大売り
出し事業への支援
参加事業数43社
２．商業協同組合の共通商品
券発行事業への支援 小規模事業者

を中心とする
商店街等組織

指標

大売り出し事業参加事業者
数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現状維持

目標
数値

670
実績
数値

679
目標
数値

指標

青色申告会や法人会の支
援を通じ、税への理解を
深め、青色申告や電子申
告の推進や、インボイス
制度への対応等を周知を
行った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体支援
事業

税務行政支援団体である青色
申告会・法人会組織の活動サ
ポートと事業運営を支援する
ことにより、行政団体はじめ
地域社会への貢献に寄与し、
地域商工業者の経営安定に資
することを目的とする。

１．稲沢市青色申告会　会員
数197事業所
複式簿記による自己記帳の推
進と適正申告指導及び組織強
化
２．（公社）一宮法人会稲沢
支部　会員数482社
国税・地方税の租税教育の推
進と組織強化

中小・小規模
事業者

指標
会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

会報誌等で事務組
合のＰＲを行う

目標
数値

423
実績
数値

428
目標
数値

指標

労働保険への加入促進
と、情報の提供、労働保
険料申告を行う事務組合
を支援することで、法令
遵守、事務の効率化等に
役立っている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事務組合
支援事業

労働保険事務組合事業は、事
業者の委託を受けて、事業主
に代わり労働保険料の申告納
付と労働保険に関する情報提
供や各種届け出の事務手続き
を行っており、事業主の事務
負担軽減や、労働保険適用促
進、労働保険料の適正な徴収
に繋がるため、事務組合事業
の支援をする。

１．委託事業場 274事業所
２．新規委託事業場 3事業所
３．一人親方委託事業場 146
事業所
４．一人親方新規委託事業場
5事業場
合計428事業場

中小・小規模
事業者

指標
委託事業場

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

会報誌等でＰＲを
する。

目標
数値

1720
実績
数値

1728
目標
数値

指標

従業員退職金制度は、従
業員定着や企業の福利厚
生の充実に役に立ち、企
業や経営者のリスクに対
応した共済は、経営の安
定化に貢献している。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業 中小企業の経営と持続的な雇
用安定を図るために、各種共
済制度の普及啓発により福利
厚生の充実と企業人材育成に
資することを目的とする。

共済事業の推進
１．特定退職金共済制度 648
件
２．その他共済事業　1,080
件

中小・小規模
事業者

指標
延加入者数


